
●交通ルールを守って、事故にあわないよう十分注意しましょう。

千鳥塚コース 史跡散策路  緑区  

コースガイド 

 

①成海神社（なるみじんじゃ）
　祭神は日本武尊、宮簀媛命、建稲種命を合祀する
延喜式内社である。天武朱鳥元年（６８６）の鎮座
で鳴海の氏神として古くから尊崇されている。応永
年間（１３９４～１４２７）に根古屋（鳴海）城築
城のため現在地へ移転。境内には東宮稲荷やだる
ま塚があり、茶室の庭には「初秋や海も青田の一み
どり」の芭蕉の句碑がある。

②常夜燈（じょうやとう）
　寛政４年（１７９２）篤志家の寄進により宿場町の西入口に設置され、旅人の
目印や火事の難を逃れるための秋葉社を祈願したもの。

③光明寺（こうみょうじ）
　曹洞宗、弘治２年（１５５６）剛庵和尚の開山。本尊は子安地蔵菩薩。

④鉾の木貝塚（ほこのきかいづか）
　東海地方の前期縄文文化遺跡の代表的なもの。

⑤千鳥塚（ちどりづか）
　貞享４年（１６８７）冬、寺島安信宅で「星崎の闇を見よとや啼く千鳥」を立句
とした俳諧の一巻ができたことを記念して建てたものである。碑文は芭蕉の自筆
で芭蕉存命唯一の碑である。昭和５２年市指定文化財となった。現在、遊具広
場・芝生広場・休憩施設などを備えた千句塚公園となっており、公園の奥には緒
畑稲荷が祀られている。

⑥八幡社（はちまんしゃ）
　祭神は天照大神と応神天皇。明治時代に場所は神明社、名は八幡社にして合
祀した。創建は不詳。現在の社殿は昭和４２年（１９６７）に改修されたもので
ある。東側の鳥居そばには記念樹にも指定されている神木のくすのきがある。

⑦桂林寺（けいりんじ）（東海４９薬師霊場第３３番礼所）
　曹洞宗、創建は不詳。本尊は薬師如来像。昔は薬師堂といった。昭和２０年の
空襲で全焼し、現在の本堂は昭和４２年に再建した。

⑧赤塚古墳跡（あかつかこふんあと）
　古墳時代後期（７世紀代）に属するもので円墳（玄室は約３ｍ×２ｍ、羨道は
約３ｍ×１．７ｍ）。文化年間（１８０４～）に発掘され、昭和５年に再調査され
た。

⑨大塚古墳（おおつかこふん）
　古墳時代後期（７世紀代）に属すると考えられ、
円墳で横穴式石室である。

⑩新海池（にいのみいけ）
　区内で最も大きい池である。江戸時代（前期頃）に新海五平治が藩の許可を
とって造った池で、かつては農業用水のため池として重要な役割を果たしていた
が、最近は雨水の調整池となっている。近年池の一部を埋め立て、野球場や公園
として整備され区民の憩いの場となっている。

⑪豊藤稲荷神社（とよふじいなりじんじゃ）
　祭神は倉稲魂命、猿田彦命、大国主命、事代主命の四柱。嘉永４年（１８５１）
に京都の伏見稲荷の分身を迎えて、社殿を建てて祀ったのが始まりといわれ、社
殿は戦後近代建築に改築された。
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